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前年同期比較となる前第２四半期連結累計期間において株式会社T.C.FACTORYを子会社化し、これにより同社を

連結の範囲に含めておりますが、みなし取得日を前第２四半期連結累計期間の末日としているため、前第２四半期

連結累計期間の四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書には、当該連結子会社の業績は含

まれておりません。

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融緩和や各種経済対策の効果もあり円安・株高傾向がみら

れ、一部に景気回復の兆しが見られる一方、電気料金の値上げや消費税の増税予測等から特に個人消費において

は、景気の先行きが予断を許さない状況で推移いたしました。

このような経済環境の中、現在の主要事業領域である国内携帯電話関連市場においては、国内携帯電話加入契約

数が１億3,488万台（平成25年９月30日現在）となり、直近では前月比微増となっております。（注１）また、ス

マートフォン端末は、増加傾向にあり、平成25年度のスマートフォンの国内出荷台数は、前年度比0.6％増の2,990

万台で総出荷台数の75.5％と予想されております。（注２）

インターネットサービスを取り巻く環境は、通信速度の高速化、スマートフォンの普及による端末の高性能化、

クラウド化の流れにより、インターネット上の膨大な情報を整理・編集し、人の好みにあわせた必要な情報を必要

なタイミングでナビゲーションする必要性が一層高まってきております。また、ネットワークサービス基盤の構築

とあわせ、放送、通信、音楽及び出版等の各種業界間の連携やコンテンツ提供における権利者からの許諾と消費者

ニーズの多様化にあわせ、ストリーミングによる定額制の音楽配信及び映像配信、電子書籍サービスによってメデ

ィア関連サービス市場及びインターネット関連市場は、より一層の成長が期待されます。特に国内の音楽配信市場

については、音楽関連売上は、アメリカに次ぐ規模でありながら、うちデジタル関連の売上は、全体の20％未満で

あり、アメリカの50％超と比較して低いことからも、潜在的な市場として期待されます。今後、インターネットに

つながるデバイスが、テレビや自動車などのより生活に密着した機器に広がることにより、コンテンツ及び情報の

流通経路並びにビジネスモデルの多様化もますます進み、スマートフォン以外の高速移動通信サービス対応端末へ

の拡大によって収益機会の増加も予想されます。

(注１) 一般社団法人電気通信事業者協会のデータに拠っております。

(注２) 株式会社ＭＭ総研[東京・港]のデータに拠っております。

このような環境のもと、当社グループは、「データベース・サービスカンパニー」として人と作品との出会いに

よる「気づき」、「興味」、「共感」をつなぐ、すなわち「人の気持ちをつなぐ」をコンセプトに、人と作品（コ

ンテンツ）との出会いを創ることを目的としたメディアサービスデータベース（以下、「ＭＳＤＢ」という）(注

３)を開発し、通信会社及びＥＣ事業者を中心に、それらを活用したサービス開発及び提供を行っております。具

体的には、音楽・映像・書籍について作品の基本情報となるタイトルから特徴的な作品のキーワードによって検索

ができるメディア検索サービス、作品のテーマ性を持ったキーワードを軸に関連した商品・作品をレコメンドする

おすすめ紹介（レコメンド）サービス、それらの膨大なコンテンツを逐次再生するためのインターネットを活用し

た放送型のストリーミングサービスを展開しております。また、課題である大型開発収入による売上依存を下げつ

つ、ＭＳＤＢを強化し、かつそれらを活用したユーザーベースを軸とするビジネスモデルにも取り組んで参りまし

た。ＭＳＤＢだからこそ実現できるその形となる１つとして、日本発の本格的なパーソナルラジオサービス、

「LIFE’s radio」（ライフズ）を平成25年６月25日に開始いたしました。これはユーザーの気分、シチュエーシ

ョン等に合わせて選曲された曲を、いつでもどこでも聴くことができるラジオサービスとなります。また、

「SEED」（今、オンエアしている楽曲と雰囲気が近い曲が自動的にオンエアされる機能）や「LIKE」（LIKEした曲

を分析し自分の好みをオンエアに反映する機能）により、ユーザーの嗜好を分析し、使えば使うほど、ユーザーの

好みが番組に自動的に反映されます。約10年間、１曲ずつ人が聴いて音楽理論に基づく分類及び感性的な分類を行

い構築してきた独自の感性的な音楽データベースを活用したサービスとなります。ライフズで活用する選曲エンジ

ンについては、ユーザーベースをもつ特定のパートナー様へライセンス提供を図って参ります。

また、平成25年８月には、カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社（以下、「ＣＣＣ」という）と資本・

業務提携をしております。ＣＣＣグループは国内最大規模の会員基盤及びエンタテインメントを中心としたマーケ

ティング・データベースを有している国内有数の企業であります。当社のＭＳＤＢを最大限活用し収益機会の拡大

を目指すこと、並びに両社の競争力強化及び顧客価値の最大化を目的に、データベースの連携を図ることで、中長

期的な発展、成長、企業価値向上につながるものと判断いたしました。

具体的には、資本提携の一環としてＣＣＣは、当社の第二株主となるＫＤＤＩ株式会社が当社株式を保有する

240,000株と同数を第三者割当及び既存株主から取得しております。

また、業務提携の一環としてＣＣＣグループが有する会員基盤及びマーケティング・データベースと、作品デー

タベースを有する当社ＭＳＤＢを連携させ、「共通基盤」となるデータベースを構築し、このデータベースを活用
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したＣＣＣグループの店舗やオンラインサービスを利用するユーザー向けに、良質で特徴的な商品情報の提供を

図って参ります。さらに、ＣＣＣグループが保有するマーケティング・データと当社「ＭＳＤＢ」が保有する作品

に付与した感性的な情報を活かした独自の感性マーケティングエンジンを組み合わせた新たなマーケティング事業

への取り組みを検討して参ります。それらを実現するためＣＣＣとのジョイントベンチャーの設立を推進して参り

ました。

(注３)ＭＳＤＢ（メディアサービスデータベース）とは、音楽、映像、書籍、人名情報を体系的かつ作品の特

徴情報を詳細に整理したデータベース。

当第２四半期連結累計期間の売上高は、サービスライン別としてＢ to Ｂ to Ｃモデルであるメディアビジネス

が、メディア検索サービスや商品・作品おすすめ紹介サービス及びストリーミング関連サービスにおいて、フィー

チャーフォン（従来型の携帯電話）からスマートフォン・ＰＣ向けユーザーへのシフトが進み、ユーザー数は増加

となりました。一方、特定のコンテンツサイト運用受託を予定通り終了したことによる運用売上の減少、そして、

新しい音楽関連サービスにおける開発等があった結果、前年同期比95.5％の1,040,535千円となりました。また、

フィーチャーフォン向けとなるＢ to Ｃモデルであるコンテンツビジネスは、引き続きスマートフォン向けサービ

スへ注力していることもあり前年同期比69.7％の94,297千円となりました。

売上原価は、新しい音楽関連サービスの開発売上に伴う開発原価の計上や提供サービスに関連したＭＳＤＢ及び

ストリーミングサービスの運用関連、そして平成25年６月下旬にスタートしたオリジナルサービス開始に伴うＭＳ

ＤＢ及びエンジンの減価償却費並びに権利者への支払いの計上により増加しましたが、運用受託の終了による減少

等によって、前年同期比97.7％の834,210千円となりました。

販売費及び一般管理費は、効率的な執行に努めるとともにコンテンツビジネスにおけるフィーチャーフォン向け

サービスの減少に伴う回収代行手数料の減少があった一方で、オリジナル音楽サービスに関連するプロモーション

費用の計上により前年同期比102.2％の270,409千円となりました。

特別損失として、ＣＣＣグループとの資本・業務提携が確定し、中長期的な成長戦略と経営資源を踏まえ「選択

と集中」を推進し、データベース及びマーケティングエンジン開発を短期的かつ機動的に構築するため、一部の自

社ＷＥＢサービスの終了及び一部の地域・放送関連等のソフトウェアについては、開発を一時中断したことによ

り、固定資産除却損及び減損損失181,876千円を計上いたしました。また、関係会社の株式についても、短期的な

事業戦略上の変更に伴い、回復可能性が不確実となったことから、関係会社株式評価損29,284千円を計上しており

ます。

これらの事業活動の結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高1,134,833千円(前年同期比

92.7％)、営業利益30,213千円(同28.6％)、経常利益27,854千円(同26.3％)、四半期純損失153,014千円となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、2,475,107千円（前連結会計年度末比79,097千円減）となりま

した。流動資産につきましては1,277,034千円（同32,966千円減）となりました。増減の主な要因といたしまして

は、現金及び預金の減少(同111,663千円)並びに開発売上に伴う売掛金の増加（同75,847千円）があったことによ

ります。固定資産につきましては、自社サービス用ソフトウェア開発の一部除却及び減損により無形固定資産が減

少したことで、1,198,072千円（同46,131千円減）となりました。

負債は、388,909千円（同110,646千円減）となりました。増減の主な要因としましては、開発案件に係る外注費

等の買掛金の減少（同9,225千円）、前連結会計年度末に係る法人税等の納付による未払法人税等の減少（同

43,423千円）、役員及び従業員への賞与支給による賞与引当金及び役員賞与引当金の減少（同11,180千円）があっ

たことによります。

純資産は、以上の結果並びに第三者割当増資の実施により2,086,198千円（同31,548千円増）となり、自己資本

比率は、前連結会計年度末の78.7％から82.4％となりました。

② 連結キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ、111,663千円減少し、679,443千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、29,648千円(前年同期は272,558千円の獲得)となりました。主な収入要因とし

ては、減価償却費107,572千円及びたな卸資産の減少額6,182千円の計上がありました。一方で、主な支出要因とし
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ては、売上債権の増加75,847千円、賞与引当金及び役員賞与引当金の減少11,180千円及び法人税等の支払額

43,149千円がありました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、245,018千円(前年同期は139,352千円の使用)となりました。主な支出要因とし

ては、自社サービス用ソフトウエアの開発等に係る無形固定資産の取得226,938千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は、163,004千円(前年同期は8,659千円の使用)となりました。主な収入要因として

は、株式発行による収入192,263千円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期の連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間において期初計画を売上高及び営業利益共に上回

る形で推移しておりましたが、中長期的な成長を考え、短期的かつ機動的にパートナーとの連携を推進させるた

め、「選択と集中」を実施し、特別損失を計上いたしました。そのため連結当期純利益が下回る見込みから平成25

年９月30日に期初計画からの数値を修正しております。

自社でＭＳＤＢを活用したオリジナル音楽サービス「LIFE’s radio」が、平成25年６月25日にサービスインい

たしました。このサービスをより確立したものに成長させるとともに、ＭＳＤＢならではのユーザー体験の実現を

証明することで、自社の音楽サービスの展開とあわせて、順次、パートナー企業に対してデータベースのみの提供

に留まらず、サービスエンジンとしての提供や積極的なアライアンスに取り組んで参ります。なお、平成25年10月

17日より提供開始したＫＤＤＩ株式会社のau統合音楽サービス「ＬＩＳＭＯ」向けに新レコメンド機能としてサー

ビスエンジンの提供も開始しております。

また、ＣＣＣグループとの提携を推進し、ジョイントベンチャーとなる株式会社ＣＳマーケティングを平成25年

10月２日に設立しております。ここでは、ＣＣＣグループが保有する会員データベース及び商品データベースと当

社ＭＳＤＢを連携させた「共通基盤」となるデータベースを構築し、このデータベースを活用してＣＣＣグループ

を利用する顧客向けに良質で特徴的な商品情報の提供を行って参ります。また、並行して最大の目的となる６兆円

とも言えるマーケティング関連市場への展開を目指して参ります。ＭＳＤＢが保有する作品に付与した感性的な情

報を活かした当社独自の感性マーケティングエンジンの開発と提供に推進して参ります。当該会社については、持

分法適用会社の予定となりますが、当期については、下半期であり、両社のデータベースの連携のための共通基盤

の初期開発と一部の運用の開始時期となることから、その影響は軽微となる予定です。本件については、中期的に

業績向上に資するものと考えております。

当期は、ＭＳＤＢだからこそ実現できる一人ひとりの「気づき」、「興味」、「共感」をつなぐ、すなわち「人

の気持ちをつなぐ」ためのサービスが音楽を通じて表現できる初年度として成長戦略の起点となる重要な期として

位置付けております。

音楽・映像等のストリーミングサービスを各社立ち上げる中、作品の中身そのものだけでなく、その人にあった

作品の出会い方が１つの重要な付加価値になると考えております。作品の詳細な特徴情報を保持するＭＳＤＢとそ

のサービスエンジンによって付加価値のあるサービスをより一層、実現して参ります。ＭＳＤＢについては、メデ

ィア系国内データベースＮｏ.１に向け、主力パートナーとの提携を推進するため、当社グループの主力分野と主

力パートナーが展開するサービスとの親和性が高い分野である音楽、映像、書籍、人名、さらにそれらの情報を連

携させたクロス等のデータの充実と品質の向上に取り組み、広く様々なオープンに連携するためのインターフェー

ス機能の強化及び運用の効率化に取り組んで参ります。収益のより一層の拡大を図るため、引き続きサービスエン

ジン開発及び拡販にも取り組んで参ります。そして作品の細かい付帯情報等の履歴を分析・類推し、広告／マーケ

ティングに活用するエンジンの開発とその提供にも取り組んで参ります。

これらの取り組みによって、新しいサービスに関連したＭＳＤＢとそのエンジンにおける減価償却費、権利者へ

の支払いコスト及びプロモーション費用等の先行費用は発生するものの、主力パートナーとの連携を推進させ、中

期的にユーザー数を拡大し、そのユーザー数の拡大により直接的に収益が拡大するビジネスモデルへのシフトを図

り、売上・利益をグループ全体として向上させつつ、期ごとの有無が発生しやすい比較的規模の大きいサービス開

発収入の割合を下げることで、より安定した足腰の強い企業体質を目指して参ります。

社内体制面につきましては、引き続き、人材育成の強化を図って参ります。また、業務効率の改善、財務報告の

適正性の確保、予算管理の徹底、内部統制やコンプライアンスの向上等を企図した投資を推進して参ります。

以上の結果、平成26年３月期の連結業績としましては、売上高2,500百万円、営業利益100百万円、経常利益100

百万円、当期純損失95百万円を見込んでおります。
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２．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 791,107 679,443

売掛金 446,319 522,166

仕掛品 10,874 4,691

その他 63,480 72,376

貸倒引当金 △1,780 △1,643

流動資産合計 1,310,000 1,277,034

固定資産

有形固定資産 17,893 38,054

無形固定資産

ソフトウエア 392,327 396,800

ソフトウエア仮勘定 573,850 511,517

その他 15,096 13,427

無形固定資産合計 981,275 921,744

投資その他の資産 245,035 238,273

固定資産合計 1,244,204 1,198,072

資産合計 2,554,205 2,475,107

負債の部

流動負債

買掛金 181,322 172,096

未払金 15,111 10,623

未払法人税等 48,299 4,875

賞与引当金 64,706 60,989

役員賞与引当金 14,907 7,443

その他 80,275 49,970

流動負債合計 404,621 305,999

固定負債

長期借入金 15,796 2,909

退職給付引当金 76,717 74,047

その他 2,420 5,954

固定負債合計 94,934 82,910

負債合計 499,555 388,909

純資産の部

株主資本

資本金 391,367 490,687

資本剰余金 295,687 390,447

利益剰余金 1,322,872 1,158,703

自己株式 △149 △149

株主資本合計 2,009,776 2,039,687

新株予約権 8,740 10,745

少数株主持分 36,132 35,764

純資産合計 2,054,649 2,086,198

負債純資産合計 2,554,205 2,475,107
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

売上高 1,224,464 1,134,833

売上原価 853,966 834,210

売上総利益 370,498 300,622

販売費及び一般管理費 264,691 270,409

営業利益 105,806 30,213

営業外収益

受取利息 － 25

その他 － 45

営業外収益合計 － 70

営業外費用

支払利息 － 147

株式交付費 － 1,816

為替差損 10 464

営業外費用合計 10 2,428

経常利益 105,795 27,854

特別損失

固定資産除却損 － 56,659

減損損失 － 125,217

関係会社株式評価損 － 29,284

特別損失合計 － 211,161

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

105,795 △183,306

法人税、住民税及び事業税 39,527 607

法人税等調整額 2,700 △30,532

法人税等合計 42,227 △29,924

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

63,567 △153,381

少数株主損失（△） － △367

四半期純利益又は四半期純損失（△） 63,567 △153,014
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（四半期連結包括利益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

63,567 △153,381

四半期包括利益 63,567 △153,381

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 63,567 △153,014

少数株主に係る四半期包括利益 － △367
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

105,795 △183,306

減価償却費 87,758 107,572

固定資産除却損 － 56,659

株式報酬費用 535 2,004

減損損失 － 125,217

貸倒引当金の増減額（△は減少） △960 △136

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,424 △3,716

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,951 △7,463

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,492 △2,670

受取利息 － △25

支払利息 － 147

株式交付費 － 1,816

関係会社株式評価損 － 29,284

売上債権の増減額（△は増加） 202,398 △75,847

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,702 6,182

仕入債務の増減額（△は減少） △66,205 △9,225

未払金の増減額（△は減少） △1,004 △4,488

その他 19,257 △28,381

小計 335,990 13,625

利息及び配当金の受取額 － 23

利息の支払額 － △147

法人税等の支払額 △63,431 △43,149

営業活動によるキャッシュ・フロー 272,558 △29,648

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △301 △19,118

無形固定資産の取得による支出 △160,606 △226,938

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

21,554 －

その他 － 1,038

投資活動によるキャッシュ・フロー △139,352 △245,018

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 － △17,087

株式の発行による収入 3,300 192,263

自己株式の取得による支出 △54 －

配当金の支払額 △10,820 △11,339

リース債務の返済による支出 △1,083 △831

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,659 163,004

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 124,547 △111,663

現金及び現金同等物の期首残高 804,917 791,107

現金及び現金同等物の四半期末残高 929,464 679,443
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該当事項はありません。

当社は、平成25年８月19日付で、カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社から第三者割当増資の払込みを受

けました。この結果、当第２四半期連結累計期間において資本金が91,260千円、資本準備金が91,260千円増加し、当

第２四半期連結会計期間末において資本金が490,687千円、資本準備金が390,447千円となっております。

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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